
医療療養病床（20対１・25対１）と介護療養病床との比較

資料２－１



1

医療療養病床
介護療養病床

20対1 25対1

人員

医師 48:1（３人以上） 48:1（３人以上） 48:1 （３人以上）

看護師及び
准看護師

20:1
（医療法では４：１）

25:1
（医療法では、4:1が原則だが、29年度末

まで経過的に6:1が認められている。）

６：１
（診療報酬基準でいう30:1に相当）

（医療法では、4:1が原則だが、29年度末まで経過
的に6:1が認められている。）

看護補助者 20:1
（医療法では、４：１）

25:1
（医療法では、4:1が原則だが、29年度末

まで経過的に6:1が認められている。）

―

介護職員 ― ― ６：１

施設基準 6.4㎡以上 6.4㎡以上 6.4㎡以上

設置の根拠 医療法（病院・診療所） 医療法（病院・診療所） 医療法（病院・診療所）

病床数 約12.8万床（※１） 約8万床（※１） 約6.3万床（※２）

財源 医療保険 医療保険 介護保険

報酬(例) （※３） 療養病棟入院基本料１ 療養病棟入院基本料２
療養機能強化型A、療養機能強化型B、

その他

医療療養病床（20対１・25対１）と介護療養病床の現状
療養病床については、医療法施行規則に基づき、看護師及び看護補助者の人員配置は、本則上４：１（診療報

酬基準でいう20対1に相当）以上とされているが、同施行規則（附則）に基づき、経過措置として、平成30年３
月31日までの間は、６：１ （診療報酬基準でいう30対1に相当）以上とされている。
※ 医療法施行規則に基づく人員配置の標準は、他の病棟や外来を合わせ、病院全体で満たす必要がある。

（※１）施設基準届出（平成２５年７月１日現在）
（※２）病院報告（平成２７年３月分概数）
（※３）療養病棟入院基本料は、医療区分・ＡＤＬ区分等に基づく患者分類に基づき評価。介護療養施設サービス費は、要介護度等に基づく分類に基づき評価。



（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）
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(2,256人)

(1,293人)

(2,861人)

2

入院患者の性別



（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）
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40歳未満 40-64歳 65-69歳 70-79歳 80-89歳 90歳以上 無回答

(2,256人)

(1,293人)

(2,861人)

81.1歳

81.0歳

84.8歳

平均年齢

3

入院患者の年齢階層別・平均年齢



（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）
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介護療養型医療施設(病院)

医療区分１ 医療区分２ 医療区分３

(2,256人)

(1,293人)

(2,861人)

4

医療区分



（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３
月）』（公益社団法人全日本病院協会）
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(n=2,256)
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(n=1,293)
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(n=2,861)

未申請・申請中 非該当 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 不明 無回答

5

要介護度



1.4 

8.0 

6.3 

2.6 

5.3 

4.3 

10.8 

13.6 

10.5 

22.1 

18.2 

16.1 

12.5 

6.2 

7.8 

42.6 

38.6 

39.2 

5.9 

5.7 

9.2 

2.1 

4.3 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護療養型医療施設（病院）

医療療養病棟（25対1）

医療療養病棟（20対1）

自立 Ⅰ Ⅱ Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ 無回答

ランク 判断基準

Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意していれば自立できる。
（Ⅱa ： 家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。 ／ Ⅱb ： 家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。）

Ⅲ
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を必要とする。
（Ⅲa ： 日中を中心として上記Ⅲの状態が見られる。 ／ Ⅲb ： 夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られる。）

Ⅳ 日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする。

M 著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とする。

（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）

認知症高齢者の日常生活自立度
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(2,861人)

(1,293人)

(2,256人)



8.8

19.6

8.1

22.1

26.6

32.9

66.4

51.8

55.1

2.7

1.9

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医療療養病床（20対1）

医療療養病床（25対1）

介護療養型医療施設(病院)

ＡＤＬ区分１ ＡＤＬ区分２ ＡＤＬ区分３ 不明

(2,256人)

(1,293人)

(2,861人)

（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報
告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）

7

ＡＤＬ区分



47.9%

4.8%

34.2%

20.4%

3.6%

2.3%

12.7%

3.1%

1.2%

5.0%

4.1%

3.4%

1.8%

24.9%

10.4%

20.0%

2.0%

11.6%

1.5%

介護療養型医療施設（病院）

(n=2,256)

（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）

35.0%

6.6%

23.6%

22.3%

4.9%

4.8%

15.9%

6.1%

3.7%

7.0%

5.9%

7.0%

2.2%

23.1%

5.3%

17.2%

2.8%

21.1%

2.8%

医療療養病棟（25対1）

(n=1,293)

40.3%

4.8%

19.4%

22.4%

12.3%

5.4%

18.2%

5.8%

6.5%

8.2%

7.0%

10.7%

3.1%

22.1%

8.8%

20.9%

1.0%

16.4%

1.6%

脳血管疾患

骨折（大腿骨、脊髄等）

認知症

心疾患

パーキンソン病関連疾患

悪性新生物（がん）

糖尿病

うつ・躁うつ

肺気腫・慢性閉塞性肺疾患

てんかん

慢性腎機能障害・腎不全

肺炎（誤嚥性肺炎を含む）

気管支喘息

高血圧症

麻痺

廃用症候群

疾患は特になし

その他

無回答

医療療養病棟（20対1）

(n=2,861)

8

入院患者の傷病の状況



1.3%

0.1%

0.8%

0.3%

1.5%

0.0%

0.6%

2.7%

3.5%

0.8%

12.8%

6.9%

1.0%

介護療養型医療施設（病院）

(n=2,256)

（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）

2.7%

1.2%

0.9%

0.5%

2.4%

0.2%

1.4%

4.6%

4.6%

1.2%

23.0%

17.6%

2.9%

医療療養病棟（25対1）

(n=1,293)

4.3%

0.8%

1.7%

0.2%

3.1%

0.2%

1.7%

9.7%

6.7%

2.0%

43.2%

38.6%

2.3%

慢性心不全(NYHAⅢ度以上)

慢性心不全(NYHAⅣ度）

悪性腫瘍末期

腸閉塞

腎不全(クレアチニン≧2.0㎎/dl)

肝不全（ビリルビン≧2.0㎎/dl)

感染症

重度の意識障害

インシュリン皮下注射

薬剤吸入（1日3回以上）

喀痰吸引（1日4回以上）

喀痰吸引（1日8回以上）

回復期リハビリの対象

医療療養病棟（20対1）

(n=2,861)

9

入院患者の治療の状況



5.1%

4.0%

42.2%

20.3%

2.0%

51.6%

17.6%

1.6%

0.7%

19.0%

4.7%

1.9%

2.8%

介護療養型医療施設（病院）

(n=2,256)

（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）

8.7%

9.4%

43.4%

21.9%

0.8%

32.1%

10.2%

1.5%

0.9%

14.5%

2.7%

2.0%

4.2%

医療療養病棟（25対1）

(n=1,293)

8.5%

18.3%

51.3%

22.4%

1.4%

45.4%

5.7%

1.1%

0.6%

10.0%

1.5%

1.3%

2.2%

疾病が急性発症又は急性憎悪

継続的な高度な医療管理が必要

疾病の急性期状態が安定

継続的なリハビリが必要

他施設より自己負担額が小さい

長期に入院/入所できる

適切な施設に空きがない

在宅医療・介護サービスが確保困難

住環境の整備不足

家族介護困難、介護者不在

本人、家族が強く希望

その他

無回答

医療療養病棟（20対1）

(n=2,861)
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入院／入所の理由



19.0%

18.5%

8.1%

3.2%

1.1%

8.2%

4.3%

0.6%

1.7%

0.4%

35.1%

介護療養型医療施設（病院）

(n=1,419)

（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）

36.0%

13.1%

3.3%

4.2%

0.8%

7.5%

3.6%

0.9%

3.4%

0.3%

26.6%

医療療養病棟（25対1）

(n=2,285)

23.0%

14.4%

3.7%

3.1%

3.6%

4.2%

3.0%

0.2%

2.2%

0.9%

41.3%

自宅・家族宅等

一般病床

医療療養病床

介護療養型医療施設

その他の病床

介護老人保健施設

介護老人福祉施設

認知症高齢者グループホーム

その他の施設（ケア付き住宅等）

その他（行き先不明等）

死亡者

医療療養病棟（20対1）

(n=3,411)
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退院／退所後の行き先



56.8%

12.7%

18.4%

8.9%

0.1%

0.6%

0.6%

0.0%

0.1%

0.4%

1.4%

介護療養型医療施設（病院）

(n=2,256)

（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）

43.3%

16.0%

16.2%

17.8%

0.6%

1.2%

0.9%

0.1%

0.5%

0.6%

2.9%

医療療養病棟（25対1）

(n=1,293)

56.4%

14.8%

15.8%

9.1%

0.2%

0.7%

0.4%

0.0%

0.5%

0.3%

1.7%

意思表示不能

希望は把握していない

現在の療養場所での療養を希望

自宅での療養を希望

他の医療機関での療養を希望

介護老人保健施設での療養を希望

介護老人福祉施設での療養を希望

グループホームでの療養を希望

その他施設（ケア付き住宅等）での

療養を希望

その他

無回答

医療療養病棟（20対1）

(n=2,861)

12

今後の生活・療養の場に関する希望 本人



1.6%

2.6%

2.1%

1.1%

3.2%

6.3%

0.3%

0.6%

0.6%

1.5%

介護療養型医療施設（病院）

(n=2,256)

80.1%

（出典）平成25年度老人保健事業推進費等補助金『医療ニーズを有する高齢者の実態に関する横断的な調査研究事業報告書（平成２６年（２０１４年）３月）』（公益社団法人全日本病院協会）

1.7%

7.8%

59.8%

10.7%

2.6%

7.6%

3.8%

0.4%

0.8%

1.9%

3.0%

医療療養病棟（25対1）

(n=1,293)

2.0%

6.5%

76.8%

4.4%

2.3%

3.7%

1.3%

0.2%

0.8%

0.3%

1.6%

家族はいない

希望は把握していない

現在の療養場所での療養を希望

自宅での療養を希望

他の医療機関での療養を希望

介護老人保健施設での療養を希望

介護老人福祉施設での療養を希望

グループホームでの療養を希望

その他施設（ケア付き住宅等）での

療養を希望

その他

無回答

医療療養病棟（20対1）

(n=2,861)
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今後の生活・療養の場に関する希望 家族


